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YUBARIメロードフェスタ開催
8/23、道の駅夕張メロードで「YUBARIメロードフェスタ」が開かれました。1,000切れ限定カットメ

ロン無料配布には開始前から行列ができ、メロンの甘さに笑顔が広がりました。特設ステージではガー
ルズグループ「ambitious」が歌とダンスを披露しました。乱入したメロン熊がメンバーや来場者に襲い
かかる（？）ひと幕もありましたが、最後は一緒に踊って会場を盛り上げ、夏の夕張らしい賑わいとなりま
した。
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夕張市立診療所ニュース
2025年

vol.184
10月

10 月外来診療体制 【休診】10月14日（火）整形外科

☎（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

月 火 水 木 金
総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

保屋野

－－

－

訪問歯科のため休診

訪問歯科のため休診

諌山・出張医

出張医

久　原

久　原

諌山・髙野

八田 または 保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（３・10・17・24・31日）

循環器内科
（１・15・29日）

泌尿器科 ※予約不要
（７・14・21・28日）

八田（27日）
※6日・20日休診(訪問歯科)

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

保屋野

諌山 または 松島

八田 または 保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（３・10・17・24・31日）

整形外科 ※予約不要
（７・21・28日）

整形外科 ※予約不要
（22日）

整形外科 ※予約不要
（２・９・16・23・30日）

婦人科
（２・９・16・23・30日）

八田（27日）
※6日・20日休診(訪問歯科)

※医師は変更となる場合もございます　※土・日・祝は休診です。　※泌尿器科・整形外科以外は予約制です。
※もの忘れ外来は現在、新患の受付を一時停止しております。ご理解のほどよろしくお願いいたします。
※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

諌山 または 松島

もの忘れ外科
（27日）

総合診療科ってなに？
　「総合診療科」という診療科を目にすることが多くなりました。テレビドラマでも取り上げられ、さらに注目度が上
がっています。今回は「総合診療科」についての疑問にお答えします！

「総合診療科」についてお話ししました。
体の不調などで気になることがありましたらお気軽にご相談ください。

　青組さんがマリーゴールドで染めた布で巾着作
りに挑戦。運動会や卒園式で使う縄跳びなどを入
れます！

夕張高校インターンシップ

　夕張高校の学生さん2名がインターンシップ
（就業体験）のため来院。2日間にわたり、訪問診
療への同行などを行い、病院食も体験しました。

Q1.「総合診療科」とはなんですか？
　内科は循環器科・呼吸器科・消化器科・神経内科・血液科・アレルギー科などに分かれています。これら全てを
担当する場合は「総合内科」と呼びます。さらに小児科、整形外科なども含めて診療する場合は「総合診療科」と
呼びます。

Q2.「総合診療科医」はなんでも診てくれますか？
　専門的な治療を各科にわたってできるスーパードクターはいません。実際は各科で患者さんが多い病気(高血
圧、糖尿病、コレステロール値異常など)、自覚症状は強いのに検査で異常が出ない病気などをしっかり診ます。
対応できることは対応し、対応できないことは専門医に紹介するのが総合診療科医の仕事です。

Q3.「総合診療科」ではどのような相談が多いですか？
　都会では、症状があるのに検査では異常が出ない方からの相談が多いです。地方では認知
症の方のご家族からの相談が多いです。年齢層も都会では比較的若い人が多く、地方では高
齢の方やそのご家族からの相談が多いです。

こじか保育園
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◆特別会計
特定の目的に使うため、一般会計と切り離して管理する会計。

◆公営企業会計

◆健全化判断比率

財政良好

夕張市

①（赤字なし） 15.0％ 20.0％

20.0％ 30.0％

25.0％

350.0％

35.0％

②（赤字なし）
夕張市

③68.1％
夕張市

④104.5％
夕張市

早期健全化基準 財政再生基準

財政悪化

事業の収益で運営し、独立して経理する会計。

特別会計と公営企業会計

健全化判断比率

用語解説

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、健全化判断比率と
資金不足を算定し、公表することが義務付けられています。
4種類の比率のうち、ひとつでも基準を超えると法の適用を受けます。

※収益的支出…事業や経営活動に関する収入や支出
※資本的支出…施設の建設の整備などに関する収入や支出

※①、②は黒字決算のため、赤字が生じないことから「－」で表示しています。

※いずれの会計も資金不足が生じないことから「－」で表示しています。

会　計　名 歳　　入 歳　　出 収　　支
国民健康保険事業会計 ９億9,387万円 ９億9,387万円 0万円
市場事業会計 0万円 0万円 0万円
介護保険事業会計 16億1,182万円 15億6,467万円 4,715万円
後期高齢者医療事業会計 2億239万円 2億132万円 107万円

収益的収支 3億9,269万円 4億4,701万円
資本的収支 60万円 1億3,203万円
収益的収支 2億555万円 2億3,644万円
資本的収支 6,989万円 1億561万円

標準財政規模
　市の標準的な状態で通常収入されると見
込まれる一般財源の規模を示すもの

実質赤字比率
　標準財政規模に対する一般会計などの実
質的な赤字の割合

連結実質赤字比率
　標準財政規模に対する全会計の実質的な
赤字の割合

実質公債費比率
　標準財政規模に対する借金返済額の割合

将来負担比率
　標準財政規模に対して将来負担する負債
の割合

資金不足比率
　料金収入に対する資金不足額の割合

①実質赤字比率 － 15.00％ 20.00％
②連結実質赤字比率 － 20.00％ 30.00％
③実質公債費比率 68.1％ 25.0％ 35.0％
④将来負担比率 104.5％ 350.0％ －

会　計　名 収　支　区　分 収　　入 支　　出

区　　分 夕張市の比率 早期健全化基準

◆資金不足比率

市場事業会計 －
水道事業会計 － 20.00％
公共下水道事業会計 －

会　　計　　名 夕張市の比率 早期健全化基準

財政再生基準

水道事業会計

公共下水道事業会計

決算書はこちら ▼

問合せ先
　市財政係　☎52－3122
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令和６年度　夕張市決算報告

歳入決算額　104億3,904万円

歳出決算額　103億2,969万円

一般会計における決算収支の状況

一 般 会 計

歳 入

歳 出

広報ゆうばり７月号では、決算見込み（速報）をお知らせいたしました。
今号では、令和７年第３回夕張市議会で認定された令和６年度の決算について詳しくお伝えします。

　歳入は前年度と比較し、6億5,175万円の減少
となりました。
　市立診療所の改築事業の財源として借入れた
地方債や国からの補助金が減少したことが主な
要因です。

　歳出は前年度と比較し、7億2,592万円の減少と
なりました。
　令和３年度からの継続事業である市立診療所
の改築事業に係る工事が完了したことが主な要因
です。

※単年度収支とは：翌年度への繰越金を除いた令和６年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額
であり、純粋な単年度の収支となります。

地方交付税
53億4,294万円

公債費
35億9,547万円

民生費
23億8,992万円

総務費
12億4,107万円

土木費
10億9,251万円

国庫支出金
15億4,391万円

市税
9億1,550万円

その他　1億6,460万円

市債　3億7,692万円

使用料・手数料　3億8,617万円

道支出金　4億1,837万円

繰入金　6億7,559万円

その他　2億4,741万円

消防費　3億5,263万円教育費
6億5,930万円

衛生費
7億5,138万円

地方譲与税・交付金　2億9,911万円
寄附金　3億1,593万円

※その他内訳
商 工 費 7,421万円
農 林 業 費 6,898万円
諸 支 出 金 5,454万円
議 会 費 4,968万円

歳入決算額
104億3,904万円

歳出決算額－

－

＝103億2,969万円
歳入歳出差引額
1億935万円

歳入歳出差引額
1億935万円

翌年度に繰り越す財源

実質収支額

1,187万円 71万円 9,677万円＝ ※単年度収支額－ 前年度実質収支額
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国、北海道および夕張市の三者協議について

＜問合せ先＞
　市財政係　☎52－3122

令和７年８月２８日、国から総務省自治財政局財務調査官ほか、北海道から総合政策部長兼地域振興監
ほか、本市から副市長ほか担当課長が参加し、実務者レベルの三者協議を開催しました。

三者協議は、平成24年度から毎年実施されており、今年で通算13回目の開催となりました。
※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止

■協議概要
全国唯一の財政再生団体である夕張市は、平成21年度に策定した財政再生計画を、平成28年度末に

抜本的に見直し、財政再建と地域再生の両立を図るべく取り組んでいるところです。
今年度の三者協議においては、次のとおり、現状と課題を三者で共有するとともに、引き続き三者の

連携を密にした上で対応していくことを確認しました。

■協議内容
１　市役所庁舎整備

・ 市役所庁舎整備について、
① 基本構想・基本計画などに基づき算出した庁舎の規模や事業費については必要最小限のもの

となる見込みであること
② 庁舎を建設した場合の財政収支を試算し、その試算において、市の将来的な財政運営に支障

が生じない見込みであること
について三者で確認し、その実現に向けて引き続き協議していくこととした。

２　行政サービス提供体制の確保
・ 行政サービス提供体制の確保について、職員採用などが困難となっている現状を確認し、職員

採用、研修の強化および再生振替特例債償還完了（令和８年度予定）後における職員給与削減
措置の見直しなどの具体的な方策を、引き続き三者で協議していくこととした。
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○夕張市財政再生計画の変更（令和7年度第3次（9月））の内容

○令和7年度９月補正予算の内容

総務大臣あてに協議を行った「夕張市財政再生計画の変更＜令和7年度第3次＞」について、
総務大臣から同意が得られました。今回の計画変更による財政再生計画期間の変更はありま
せん。

同意が得られた変更は、令和7年度第２次（６月）変更以降に生じた新たな課題に対応するも
ので、主な内容は以下のとおりです。

令和7年９月に総務大臣の同意が得られた「夕張市財政再生計画の変更」に基づき、一般会
計、介護保険事業会計について予算の補正を行いました。

なお、上記歳出の財源として、国、道からの補助金・負担金や幸福の黄色いハンカチ基金繰
入金などを充当しています。

《財政再生計画の変更内容》
　令和7年度第３次の計画変更
　＜一般会計＞　変更総額　153,326千円

《令和7年度予算の補正を行った会計と補正予算額》

＜問合せ先＞
　市財政係　☎52－3122

（単位：千円）

変更する内容 増減額（単位：千円）

20,304

3,713

2,776

7,875

5,731

本年度の退職者について、退職手当支給条例に基づき退職手当を支給
するための経費
市役所庁舎整備事業について、民間事業者の公募と選定に向けたアド
バイザリー業務を委託するための経費
令和8年度以降の夕張高校への市外からの入学者を受け入れるために必
要な、新たに女子寮を整備するための経費
資材や燃料価格などの高騰の影響を受けている夕張メロンなどの農業
生産者に対し、経営の安定化などを支援するための経費
昨年崩落した石炭大露頭上部について、再崩落防止に向けた切土およ
び植生工事に必要な調査設計を行うための経費

ほか13件　16,152千円　計

会計名

一般会計

介護保険事業会計

補正の内容
計画変更で計上した各事業
に係る経費

補正額

153,326

124,377

補正後予算額

10,640,572

1,724,290

（単位：千円）

令和６年度実績に基づく国庫・道費負担金などの返還金 96,775
153,326

交付済の国・道負担金返還
に係る経費など
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夏
休
み
期
間
中
の
８
月
４
日
に
、２

年
生
就
職
・
専
門
学
校
進
学
コ
ー
ス
生

徒
が
５
月
よ
り
開
始
し
た
夕
張
メ
ロ
ン

苗
育
成
作
業
体
験
の
最
後
の
作
業
と
な

る「
収
穫
」を
行
い
ま
し
た
。夕
張
市
農

協
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、紅
葉
山
に
あ

る
夕
張
メ
ロ
ン
見
学
ハ
ウ
ス
で
実
施
し

ま
し
た
。

　
「
収
穫
」で
は
、メ
ロ
ン
の
大
き
さ
や

外
皮
の
色
、メ
ロ
ン
の
傍
の
葉
の
状
態

な
ど
収
穫
可
能
な
メ
ロ
ン
に
つ
い
て
農

協
の
方
か
ら
ご
説
明
い
た
だ
き
、一つ一つ

確
認
を
し
な
が
ら
丁
寧
に
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
メ
ロ
ン
は
学
校
へ
持
ち
帰

り
、一
部
を
試
食
し
た
の
ち
、残
り
の
メ

ロ
ン
は
日
持
ち
実
験
へ
の
使
用
や
、今

後
の
商
品
開
発
の
試
作
材
料
と
し
て
活

用
す
る
た
め
実
だ
け
を
取
り
出
し
て
冷

凍
保
存
し
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は「
自
分
た
ち
が
作
業
に

携
わ
っ
た
メ
ロ
ン
が
大
き
く
育
っ
て
良
か

っ
た
」「
ハ
ウ
ス
の
中
は
暑
く
て
作
業
は

大
変
だ
っ
た
が
、た
く
さ
ん
の
メ
ロ
ン
を

収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」等

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

夕
張
市
農
協
の
皆
様
、今
年
度
も
夕

張
メ
ロ
ン
育
成
作
業
体
験
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
よ
り
夏
期
講
習
を
開
始

し
ま
し
た
。
対
象
は
全
学
年
で
、
希

望
す
る
生
徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

T
‐
b
a
s
e
か
ら
の
遠
隔
配
信
講

習
は
国
、
数
、
英
と
共
通
テ
ス
ト
用

の
６
教
科
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
校
教
員
に
よ
る
対
面
の
講
習

（
数
学
、
理
科
）
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
１
、
２
年
生
は
来
年
度
以
降
の

た
め
、
３
年
生
は
直
前
の
追
い
込
み

の
た
め
に
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
３
年
生
の
半
数
ほ

ど
は
登
校
し
て
、
教
員
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
進
学
・
就
職
関

係
書
類
完
成
の
た
め
、
奮
闘
し
て
い

ま
す
。
講
習
は
８
月
８
日
ま
で
実
施

と
な
り
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
の
健

闘
を
祈
り
ま
す
。

　

夕
張
高
校
魅
力
化
事
業
の一環
で
、７

月
２６
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
の
１０
日

間
、本
校
２
年
生
の
生
徒
５
名
が
海
外

短
期
留
学
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー

ス
ト
）へ
行
き
ま
し
た
。こ
の
海
外
短
期

留
学
の
目
的
は
、夕
張
市
が
取
り
組
む

小
中
高
の
連
携
し
た
英
語
教
育
で
学
ん

だ
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
活

か
す
実
践
の
場
と
し
て
、海
外
で
の
語

学
研
修・ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
す
る
こ

と
で
す
。ま
た
、テ
ー
マ
学
習
を
行
う
こ

と
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
養
う
た

め
の
機
会
を
得
る
と
い
う
目
的
も
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、海
外
短
期
留
学
の
市
民
向
け

報
告
会
を
10
月
10
日
17
時
45
分
か
ら

拠
点
複
合
施
設
り
す
た
に
て
開
催
し
ま

す
の
で
、多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

２
年
生
・
商
品
開
発
と
流
通　

夕
張
メ
ロ
ン
苗
定
植
作
業
体
験
「
収
穫
」

夏
期
講
習

海
外
短
期
留
学
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拠点複合施設りすた からの お知らせ

夕張市民文化祭2025出品と観覧について
　芸術の秋を彩る『夕張市民文化祭』を実施します。
　昨年は老若男女やジャンルの境を越え、450点もの作品がりすたに集まり、
賑やかな展示となりました。今年度もりすた文化賞の選定を実施し、受賞作品
は来年度の広報ゆうばりに掲載します。
　たくさんの出品を心よりお待ちしています。
　また、会期中は入退場自由となっておりますので、ぜひご観覧ください。

申込期間
搬 入 日

搬 出 日
出 品 料
申込方法

10月１日（水）～24日（金）
10月30日（木）
※展示場所は当日ご案内します。
11月10日（月）
無料
りすた窓口で「出品申込書」を提出してく
ださい。
作品名・作者名・作品サイズ・出品数・搬
入時間の記入が必要です。 ▲昨年度りすた文化賞受賞作品

　【子どもの部】夕張中学校１年生
　「ディズニーの切り絵」
　「オオカミと女の子の切り絵」

▲昨年度りすた文化賞受賞作品
　【大人の部】一般社団法人清水沢プロジェクト
　「清水沢まちあるき 100 回　回顧展」

【出品について】

と き

と こ ろ
観 覧 料
そ の 他

問合せ先

10月31日（金）～11月9日（日）　
午前９時～午後７時　※会期中無休
拠点複合施設りすた
無料（会期中は自由に観覧できます）
会期中のイベントなど、詳細はりすたで
配布されるチラシをご確認ください。
市社会教育係　☎57－7711

【観覧について】
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夕張市二十歳を祝う会
下記のとおり令和8年夕張市二十歳を祝う会を実施します。

平成17（2005）年４月２日から
平成18（2006）年４月１日までに生まれた方
※対象者で市内に住民票がある方には、すでに

案内を送付しています。
住民登録を市外へ移した方などで、案内の送
付を希望する方は、12月12日（金)までに市社
会教育係に連絡してください。

令和8年１月11日（日）　
当日の詳細については案内をご確認ください。
拠点複合施設りすた　
市社会教育係　☎57－7711

対 象 者

と き

と こ ろ
問合せ先

北海道教育大学での展示
  「Hello Yubari ｜新たな想い
　 旧夕張市美術館収蔵品セレクション展」
　アートマネジメント美術研究室が中心となって、夕張市美術館の
収蔵作品で展覧会と催しを企画しています。若い感性で、作品とどの
ように向き合うのか、ぜひご高覧ください。
　今年のテーマは「未来へつなぐ創造の鉱脈」です。

10月25日（土）～11月3日（月・祝）
午前10時～午後4時30分
７日間　※28日・30日は休館
北海道教育大学岩見沢校
森の岩ギャラリー（校内駐車場のすぐそば）
無料

▲展示場外観

▲展示作品「六月の空」松原 攻

開催日時

開館日数
開催場所

入 場
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タ
バ
コ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

タ
バコ
の
消
費
量
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、過
去
の
タ
バ
コ
消
費
に
よ
る
長
期
的
な
健

康
への
影
響
と
急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
、タ
バコ
関

連
疾
患
に
よ
る
死
亡
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

〈
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
〉

　

喫
煙
は
、が
ん
、脳
卒
中
や
虚
血
性
心
疾
患
、慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患（
C
O
P
D
）、糖
尿
病
、歯
周

病
な
ど
多
く
の
病
気
の
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。ま

た
、喫
煙
す
る
と
認
知
症
に
な
る
危
険
性
が
２
〜

３
倍
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
受
動
喫
煙
に
よ
る
影
響
〉

　

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
で
も
、周
囲
に
タ
バ
コ
を

吸
う
人
が
い
る
と
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
う
こ
と
に
な

り
、他
人
の
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
う
こ
と
を
受
動
喫

煙
と
い
い
ま
す
。受
動
喫
煙
に
よ
り
、肺
が
ん
、虚

血
性
心
疾
患
、脳
卒
中
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
って
い
ま
す
。

　

加
熱
式
タ
バコ
は
、タ
バコ
の
葉
を
加
熱
し
て
そ

の
蒸
気
を
吸
う
も
の
で
す
。近
年
使
用
者
は
急
増

し
て
お
り
、紙
巻
き
タ
バコ
と
併
用
す
る
人
も
い
ま

す
。加
熱
式
タ
バ
コ
は
に
お
い
や
有
害
物
質
が
少

な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、タ
バコ
の
葉
を
使
う
た
め

主
流
煙
に
は
ニ
コ
チ
ン
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、様
々
な
発
が
ん
性
物
質
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
調
査
で
は
、加
熱
式
タ
バコ
使
用
者
と一
緒
に

暮
ら
し
て
い
る
子
ど
も
の
体
内
か
ら
、タ
バコ
の
成

分
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

〈
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患（
C
O
P
D
）と
は
〉

　

C
O
P
D
は
肺
に
炎
症
が
お
こ
る
こ
と
で
、肺

の
細
胞
が
壊
れ
た
り
、気
道
が
狭
く
な
り
呼
吸
困

難
と
な
る
病
気
で
す
。最
大
の
原
因
は
喫
煙
で
あ

り
、喫
煙
者
の
15
〜
20
％
が
C
O
P
D
を
発
症
し

ま
す
。特
徴
的
な
症
状
は
、歩
く
時
な
ど
身
体
を

動
か
し
た
時
に
感
じ
る
息
切
れ
、長
く
続
く
せ
き

や
た
ん
な
ど
で
す
。C
O
P
D
と
診
断
さ
れ
た
場

合
は
、禁
煙
が
最
も
大
切
で
、悪
化
を
防
ぐ
た
め

の
自
己
管
理
や
薬
物
に
よ
る
治
療
が
行
わ
れ
ま

す
。進
行
す
る
と
在
宅
酸
素
療
法
が
必
要
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
禁
煙
に
つ
い
て
〉

　

禁
煙
し
た
い
と
思
って
も
な
か
な
か
で
き
な
い
の

は
ニ
コ
チ
ン
依
存
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、本
人
の
意

志
が
弱
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、禁
煙
す

る
の
に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。禁
煙
に

よ
る
短
期
的
な
影
響
で
は
、せ
き
や
た
ん
な
ど
の

呼
吸
器
症
状
の
改
善
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
呼

吸
器
感
染
症
に
か
か
り
に
く
く
な
る
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
す
。長
期
的
な
影
響
と
し
て
数
年
後
に
は

脳
卒
中
の
リ
ス
ク
が
非
喫
煙
者
の
レ
ベ
ル
ま
で
下

が
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、肺
が
ん
の
リ
ス
ク
も
喫
煙

を
続
け
た
場
合
に
比
べ
て
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。自
分
一
人
で
禁
煙
す
る
の
は
難
し
い
と
い

う
方
は
、医
療
機
関
で
禁
煙
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

タ
バ
コ
は
吸
っ
て
い
る
本
人
だ
け
で
は
な
く
、周

囲
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。自
分
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、周
囲
の
人
の
た
め
に
も
タ
バコ
が

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

保
健
師　

佐
々
木　

美
香

『受け手のいない祈り』　朝比奈秋/著　新潮社

・チョコレート・ピース（青山美智子） ・飛越（ジャンプ）（馳星周）
・蛍たちの祈り（町田そのこ） ・貸本屋おせん（高瀬乃一）
・クロエとオオエ（有川ひろ） ・しふく弁当ききみみ堂（冬森灯）
・嘘と隣人（芦沢央） ・こうふくろう（薬丸岳）
・文豪たちの微妙な関係（芥川龍之介　他）
・聴診器からきこえる動物と老いとケアのはなし（小菅正夫）

☆新しく入った本

　真夜中に医大時代の友人が過労死したという連絡を受け取った外科医・公河（きみかわ）だ
ったが、彼自身も電話を切った直後、救急患者に呼び出される。先月は残業時間が１００時間
を超えていた。この前の休日がいつだったかも思い出せない。しかし公河の勤める総合病院は

「誰の命も見捨てない」という基本理念を掲げ、夜間救急の最後の望みだった。患者の命は救
えても、医師たちの命は守られるのか？

新着図書のご紹介

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583

古　本　市
と 　 き
と こ ろ

内 容

10月25日（土）～11月14日（金）
拠点複合施設りすた
待合交流スペース
りすた図書館の除籍図書や重複し
た寄贈図書を自由にお持ち帰りく
ださい。（ただし、一人10冊まで）
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地域資源をつなぎながら 支えあい活動の推進をしています

令和７年10月吉日

夕張市生活支援コーディネーター　谷口・山田
社会福祉協議会内（☎56－6004） よりぬき

みんなで

第 号８２

8/18㈪　老人福祉会館にて、講師に石井さんと佐藤さんを招
き、若菜・清水沢学童クラブと若菜地域の皆さんが、合同で市
内でも見かける植物「イタドリ」を使い南米の楽器「ケーナ」作
りを体験しました。完成後全員で簡単な演奏を行いました。

8/24㈰　鹿の谷生活館にて、夕張市消防本
部と市民課の合同事業による緊急通報につ
いての講演会が行われました。ためらわずに
救急車を呼んでほしい症状や119番通報の
呼び方など具体的な話や映像資料で分かり
やすく知ることができました。

8/25㈪　老人福祉会館にて、例年の研修旅行から新しい試みとして、今年度は交流会が開催されまし
た。市内のクラブ会員の皆さんが飲食や抽選会、カラオケを楽しみました。

み

地域

夕
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粗大ごみ(大型ごみ)収集の
日程が決まりました！

粗大ごみ用処理券（1枚200円）を品目ごとに定められた金額分
(200円・600円・1000円)貼って、当日の午前8時までに各戸ゴ
ミステーションに出してください。

①一般ごみ収集のような「音楽」は流れません。
②ごみ処理券の貼付不足・貼付する処理券間違いの場合は回収しません。
　※使用できない指定ごみ処理券（160円、1,600円、3,000円、10,000円）
　※対象品目ごとの料金については、ごみ分別辞典の11ページをご参照ください。
　※その他の対象品目については、ごみ分別辞典の14ページ以降をご参照ください。
③出し忘れによる再収集は行いませんので、ご注意ください。
④小型家電製品は市内にあるリサイクルコーナーへ出してください。
　また、テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンは粗大ごみとして出せません。

収　集　地　区収　集　日

10月７日（火）

10月８日（水）

10月９日（木）

社光、住初、本町、旭町、昭和、末広、鹿の谷、千代田、若菜、
常盤、平和、日吉、富野、南部

清水沢（全地区）、南清水沢

沼ノ沢、真谷地、紅葉山、楓、登川、滝ノ上

粗
(2
ミ

【使用できる指定ごみ処理券】

【粗大ごみを出す際の注意点】

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108
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広報ゆうばり

内内容 日日時 所場所 対対象 定定員 料料金 申申込 　電話 〆締切 他

内

日

所

その他

催 し

「広報ゆうばり かわら版」は、市民の皆さんの文化活動などの支援を目的とし、
市民の皆さんが行う講座や催し、サークルの会員募集など、市民の皆さんを対象
としたお知らせを掲載するページとして広く開放します。

『秋の自然さがし』
収穫の秋、木の実や秋の葉っ

ぱを見つけよう
10月３日(金)、10月17日(金)
9：30～11：00
こじか保育園(集合場所)
57－7660(こじか保育園)
Facebookで保育の様子や

園開放の詳細をご
覧いただけます。

こじか保育園の園開放

内

日

所

催 し

今年も仮装やコンテストで
の笑顔を楽しみにしています！
その他、ゲーム・抽選会・写真撮
影会・美味しい物・楽しい企画
一杯です。仮装してきてくれた
お子様にはお菓子のプレゼン
ト有り！

皆様のお越しをお持ちして
います。

10月26日(日)
11：00～16：00※少雨決行
鹿ノ谷駅 内

第５回夕張ハロウィン祭

市政懇談会（あつやトーク）を開催します

◆開催日・開催場所（いずれも１時間半程度）

問合せ先：市企画係　☎52－3170

　今年も、市民の皆様と市長が対話する場として市政懇談会（あつや
トーク）を開催します。
　厚谷市長が、現在進めている市の取組みなどについてご説明し、市
民の皆様からのご意見やご質問を伺い、今後の市政運営の参考とさせ
ていただきます。
　貴重な機会ですので、ぜひご参加ください。事前のお申し込みは不
要です。

○10月22日（水）　午後6時から　ゆうばり文化スポーツセンター
○10月24日（金）　午後6時から　紅葉山会館
○10月26日（日）　午前10時から　拠点複合施設りすた

内

日

所

申
他

展 示

サークルメンバーの力作を
展示します。パッチワークでは
ドランカーズパスのパターンに
挑戦。配色やパターンの並べ方
に個性があらわれています。ぜ
ひ、見に来てください。

10月22日(水)～25日(土)
9：00～17：00

（初日は10：00から、
最終日は16：00まで）

拠点複合施設りすた
待合交流スペース

新婦人のパッチワーク&
絵手紙作品展
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令
和
７
年
度
国
勢
調
査
へ
の

　

回
答
は
お
済
み
で
す
か
？

戸
籍
の
氏
名
に
振
り
仮
名
が

　
　
　
　

   

記
載
さ
れ
ま
す

市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
の

一
部
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て

高
齢
者
住
宅
の
福
祉
除
雪
の

　
　
　

受
付
を
開
始
し
ま
す

冬
に
備
え
て
屋
根
や

 

突
出
看
板
の
点
検
な
ど
を

　
　
　
　

   

行
い
ま
し
ょ
う

　

国
勢
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
国
勢
調
査
の
回
答
期

限
は
10
月
８
日（
水
）ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

回
答
が
お
済
み
で
な
い
世
帯
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
か
ん
た
ん・便

利
で
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。詳
し
く
は
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
総
務
係

 

☎
52
―
3
1
7
0

　

令
和
７
年
５
月
26
日
に
施
行
さ
れ

た
改
正
戸
籍
法
に
よ
り
、戸
籍
に
氏
名

の
振
り
仮
名（
フ
リ
ガ
ナ
）が
記
載
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。現
在
、夕
張

市
に
本
籍
が
あ
る
方
に
対
し
、戸
籍
に

記
載
す
る
予
定
の
フ
リ
ガ
ナ
を
通
知
し

て
い
ま
す
。

通
知
さ
れ
た
フ
リ
ガ
ナ
が
正
し
い
場
合

　

届
出
は
不
要
で
す
。

　

令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で
に
届
出

が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、通
知
し
た
氏

名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま

す
。こ
の
場
合
、１
回
に
限
り
氏
名
の
フ

リ
ガ
ナ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

通
知
さ
れ
た
フ
リ
ガ
ナ
が
誤
っ
て
い
る

場
合

　

令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
度
届
け
出
た
フ
リ
ガ
ナ
を
変
更
す

る
場
合
は
、家
庭
裁
判
所
の
許
可
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

届
出
方
法

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
届
出

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、設
定
し
た
４

桁
お
よ
び
６
桁
以
上
の
暗
証
番
号
が

必
要
で
す
。

②
市
区
町
村
窓
口
で
の
届
出

　

本
籍
地
や
最
寄
り
の
市
区
町
村
窓

口
の
戸
籍
窓
口
で
届
出
可
能
で
す
。

③
郵
送
で
の
本
籍
地
へ
の
届
出

　

本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
。

届
出
の
で
き
る
人

・
氏　

原
則
戸
籍
の
筆
頭
者（
筆
頭

者
が
除
籍
の
場
合
は
、そ
の
配
偶
者
、

そ
の
配
偶
者
も
除
籍
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、そ
の
子
が
届
出
人
と
な
り
ま
す
）

・
名　

本
人（
15
歳
未
満
の
場
合
は
、

親
権
者
な
ど
の
法
定
代
理
人
が
届
出

す
る
こ
と
に
な
り
、15
歳
以
上
18
歳
未

満
の
方
は
、本
人
ま
た
は
親
権
者
な
ど

の
法
定
代
理
人
か
ら
届
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
）

届
出
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
書
類（
免
許
証
・マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド・パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
。写
真

付
き
で
な
い
も
の
は
、保
険
証
・
通
帳
・

年
金
手
帳
な
ど
２
点
以
上
）

　

北
海
道
中
央
バ
ス
㈱
が
運
行
す
る

「
岩
見
沢
市
〜
栗
山
町
〜
由
仁
町
〜

長
沼
町
間
」の
路
線
バ
ス
ダ
イ
ヤ
が
10

月
１
日
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
か
ら
乗
り

継
ぎ
を
考
慮
し
、本
市
の
市
外
線
デ
マ

ン
ド
交
通
の
ダ
イ
ヤ
を
一
部
改
正
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

ダ
イ
ヤ
改
正
す
る
便

　

夕
張
市
発
②

改
正
後
の
ダ
イ
ヤ

　

今
月
号
の
折
込
み「
夕
張
市
市
外

線
デ
マ
ン
ド
交
通
時
刻
表　

令
和
７
年

10
月
１
日
〜
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
予
約
先

　

Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
㈱

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
1
―
5
9
6
―
7
6
7
2

問
合
せ
先　

市
地
域
振
興
係

 

☎
52
―
3
1
4
1

対
象
者

　

65
歳
以
上
で
、次
の
①
〜
④
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
子
ど
も
な
ど
の
親
族
が
い
な

い
な
ど
、除
雪
を
他
の
人
に
頼
れ
な

い
方

②
ケ
ガ
や
病
気
の
た
め
、体
力
的
に
除

雪
が
困
難
な
方

③
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方（
納
付

誓
約
履
行
中
の
方
は
除
く
）

除
雪
範
囲

　

15
セ
ン
チ
以
上
の
降
雪
が
あ
っ
た
場

合
に
、玄
関
前
と
道
路
ま
で
の
通
路
を

除
雪
し
ま
す
。

　

除
雪
開
始
の
時
間
指
定
、屋
根
の
雪

降
ろ
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

除
雪
期
間

　

令
和
７
年
12
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

申
込
期
限　

10
月
20
日

※
除
雪
サ
ー
ビ
ス
実
施
業
者
の
調
整
の

た
め
、申
込
期
限
経
過
後
は
申
請

受
付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先

市
生
活
福
祉
係 

☎
52
―
1
0
5
9

南
支
所

各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

（
問
合
せ
は
市
生
活
福
祉
係
へ
）

ペ
ー
ジ
I
D　

8
1
2
9

　

毎
年
冬
に
な
る
と
、雪
や
氷
、つ
ら
ら

が
屋
根
か
ら
落
ち
て
、歩
行
者
の
け
が

や
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
事
故
を
防
ぎ
、冬
季
間
も
歩

行
者
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う

に
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
に
屋
根
の
雪
が
落
ち
る
よ
う

な
建
物
は
、雪
、氷
、つ
ら
ら
が
落
ち

て
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、丈
夫

な
雪
止
め
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
雪
止
め
が
つ
い
て
い
て
も
、強
さ
が
足

り
な
か
っ
た
り
、さ
び
て
い
た
り
す
る

と
、壊
れ
て
落
ち
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、必
ず
点
検
し
、早
め
に
修

繕
し
ま
し
ょ
う
。

・
突
出
看
板
の
落
下
事
故
も
相
次
い

で
い
ま
す
の
で
、降
雪
前
に
点
検
し
、

さ
び
付
い
て
腐
食
し
て
い
る
場
合

は
、倒
壊
や
落
下
し
な
い
よ
う
に
早

め
に
修
繕
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

市
土
木
係

 

☎
52
―
3
1
5
9

問
合
せ
先

①
届
出
方
法
や
制
度
に
関
す
る
一
般

的
な
問
合
せ

　

法
務
省 

振
り
仮
名
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
―
05
―
0
3
1
0

②
個
別
内
容
な
ど
に
関
す
る
も
の

　

市
市
民
係 

☎
52
―
3
1
0
4
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北
海
道
の
今
を

　
　
　
　

そ
の
手
の
中
に

　

デ
ジ
タ
ル
広
報
紙

　
　
　

  
「
ほ
っ
か
い
ど
う
」

令
和
７
年
度
定
額
減
税

  

不
足
額
給
付
金
に
つ
い
て

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

旧
宮
前
町
浴
場
で
入
浴
券
を

　
　
　
　

 

購
入
さ
れ
た
方
へ

　

幅
広
い
世
代
の
方
が
ス
マ
ホ
を
使
わ

れ
る
中
、ス
マ
ホ
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末

で
よ
り
見
や
す
い
デ
ジ
タ
ル
広
報
紙

「
ほ
っ
か
い
ど
う
」が
９
月
５
日
か
ら
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と一緒
に
、道
内
で

起
き
て
い
る
出
来
事
が
分
か
り
や
す

く
お
届
け
し
ま
す
。ス
マ
ホ
で
手
軽
に

北
海
道
の
い
ま
を
チ
ェッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

　

第
１
回
目
の
特
集
で
は
、令
和
元
年

か
ら
リ
ニュ
ー
ア
ル
工
事
を
開
始
し
、今

　

離
婚
を
し
た
場
合
、婚
姻
期
間
中
の

厚
生
年
金
の
支
給
額
の
計
算
の
基
と

な
る
報
酬
額
を
分
割
し
て
、年
金
額
を

２
人
で
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。離

婚
後
２
年
以
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
の
で
、お
早
め
に

岩
見
沢
年
金
事
務
所（
最
寄
り
の
年

金
事
務
所
）ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

岩
見
沢
年
金
事
務
所　

☎
0
1
2
6
―
25
―
1
5
7
0

　

令
和
６
年
度
定
額
減
税
調
整
給
付

（
当
初
調
整
給
付
）に
際
し
、推
計
額

を
用
い
て
算
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、結

果
と
し
て
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
た

方
な
ど
に
対
し
て
、そ
の
不
足
分
を
支

給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

﹇
対
象
者
Ⅰ
﹈

　

当
初
調
整
給
付
の
算
定
に
際
し
、令

和
５
年
所
得
等
を
基
に
支
給
額
を
推

計
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、令
和
６
年

分
所
得
税
額
お
よ
び
定
額
減
税
の
実

績
額
な
ど
が
確
定
し
た
後
に
、給
付
所

要
額
と
当
初
調
整
給
付
額
に
差
額
が

生
じ
た
方

﹇
対
象
者
Ⅱ
﹈

　

次
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
令
和
６
年
分
所
得
税
額
お
よ
び
令

和
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所
得
割

額
と
も
に
定
額
減
税
前
税
額
が
０

円
で
あ
る

②
税
制
度
上
、扶
養
親
族
に
該
当
し

な
い

③
低
所
得
世
帯
等
給
付
金
の
支
給
対

象
で
は
な
い（
対
象
世
帯
の
世
帯
主・

世
帯
員
に
該
当
し
て
い
な
い
）

※
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
所
を
有
し
、該
当
す
る
方
。

※
令
和
６
年
分
所
得
税
額
お
よ
び
令

和
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所
得
割

額
の
各
合
計
が
1
8
0
5
万
円
を

超
え
な
い
方
。

支
給
額

﹇
対
象
者
Ⅰ
﹈

　

次
の
①
と
②
の
合
計
を
１
万
円
単

位
に
切
上
げ
た
額

①
所
得
税
分
定
額
減
税
可
能
額
か
ら

令
和
６
年
分
所
得
税
額（
減
税
前
）

を
引
い
た
額

②
個
人
住
民
税
所
得
割
分
定
額
減
税

可
能
額
か
ら
令
和
６
年
度
分
個
人

住
民
税
所
得
割
額（
減
税
前
）を
引

い
た
額

※
定
額
減
税
可
能
額
は
、納
税
義
務

者
お
よ
び
扶
養
親
族
数（
控
除
対

象
配
偶
者
お
よ
び
16
歳
未
満
の
扶

養
親
族
を
含
む
）に
基
づ
き
算
定
さ

れ
ま
す
。

・
所
得
税
分

　

３
万
円
×（
本
人
＋
扶
養
親
族
数
）

・
個
人
住
民
税
所
得
割
分

　

１
万
円
×（
本
人
＋
扶
養
親
族
数
）

﹇
対
象
者
Ⅱ
﹈

　

４
万
円（
令
和
６
年
１
月
１
日
時
点

で
国
外
居
住
者
で
あ
っ
た
場
合
は
３
万

円
）

支
給
日

　

お
送
り
す
る
案
内
に
記
載
の
日

申
請
方
法

　

支
給
対
象
者
に
は
順
次
、案
内
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。届
き
ま
し
た
ら
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

本
給
付
金
は
、対
象
者
ご
と
に
案
内

を
送
付
し
、支
給
手
続
き
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、本
給
付
金
の
支
給
の
可
否
や
支
給

額
に
つ
い
て
、個
別
の
回
答
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

申
請
期
限　

10
月
31
日（
金
）

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

・
夕
張
市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

・
夕
張
市
が
給
付
の
た
め
に
手
数
料

の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
、絶
対
に

　

令
和
７
年
３
月
13
日
以
前
に
宮
前

町
浴
場
で
購
入
さ
れ
た
方
が
、今
後
、

入
浴
券
を
使
用
し
な
い
場
合
は
返
金

対
応
を
行
い
ま
す（
対
象
は
令
和
６
年

度
の
入
浴
料
金
が
記
載
さ
れ
て
い
る
入

浴
券
の
み
）。

　

対
象
入
浴
券
を
お
持
ち
の
方
は
、専

用
振
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、対
象
と
な
る
入
浴
券
と
通
帳
の
写

し
を
添
付
し
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

専
用
振
込
用
紙
は
、左
記「
手
続
き

の
で
き
る
場
所
」お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
。

手
続
き
の
で
き
る
期
間

　

10
月
１
日
〜
12
月
26
日

※
平
日
の
み

手
続
き
の
で
き
る
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

手
続
き
の
で
き
る
場
所

①
市
役
所
１
階　

市
環
境
生
活
係

②
南
支
所

対
象
と
な
る
入
浴
券
料
金

　

大
人
：
4
9
0
円

　

中
人
：
1
5
0
円

　

小
人
：
80
円

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

 

☎
52
―
3
1
0
8

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
保
護
係

 

☎
52
―
3
1
7
7

年
の
７
月
に
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
北
海

道
の
シ
ン
ボ
ル
、赤
れ
ん
が
庁
舎
の
魅
力

に
迫
り
ま
す
。

デジタル広報紙
「ほっかいどう」
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
症
予
防
接
種
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

市
民
健
康
講
座

『
か
け
が
え
の
な
い
命
を

　
　

地
域
で
守
る
た
め
に
』

腎
臓
機
能
障
が
い
者
の
方
の

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

　

10
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

⑴
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
市
民
の
方

⑵
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

市
民
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
程
度
）

②
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有

す
る
方（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

程
度
）

実
施
期
限　

令
和
８
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関

①
中
條
医
院

②
南
清
水
沢
診
療
所

③
夕
張
市
立
診
療
所　

※
南
清
水
沢
診
療
所
は
か
か
り
つ
け

の
方
・
接
種
歴
の
あ
る
方
に
な
り

ま
す
。

接
種
費
用　

実
施
医
療
機
関
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　

１
回

市
の
助
成
額　

７
８
０
０
円
を
上
限

に
、接
種
費
用
の
半
額
を
助
成
し
ま
す

　

10
月
よ
り
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

⑴
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
市
民
の
方

⑵
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

市
民
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
程
度
）

②
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有

す
る
方（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

程
度
）

実
施
期
限　

令
和
８
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関

①
中
條
医
院

②
南
清
水
沢
診
療
所

③
夕
張
市
立
診
療
所

接
種
費
用　

実
施
医
療
機
関
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　

１
回

市
の
助
成
額　

１
５
５
０
円
を
上
限

に
、接
種
費
用
の
半
額
を
助
成
し
ま
す

（
生
活
保
護
受
給
者
は
全
額
助
成
）。

※
自
己
負
担
額
は
各
医
療
機
関
で
異

な
り
ま
す
。詳
し
く
は
医
療
機
関

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

①
接
種
す
る
前
に
実
施
医
療
機
関
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②
対
象
者
の
⑵
に
該
当
す
る
方
は
、身

体
障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機
関

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
市
外
の
病
院（
施
設
）に
入
院（
入

所
）し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合

は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
他
の
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
と
の
接
種
間

隔
に
つ
い
て
は
、か
か
り
つ
け
医
な
ど

の
指
示
の
も
と
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係
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高
齢
者
に
特
有
な
心
の
病

〜
う
つ
病・認
知
症・不
眠
症
に
つい
て
〜

　

高
齢
に
な
れ
ば
誰
も
が「
も
の
忘

れ
」を
自
覚
し
、不
安
を
抱
え
る
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。記
憶
力
や
判
断
力

な
ど
の
認
知
機
能
が
衰
え
る
原
因
と

し
て
、認
知
症
の
ほ
か
、う
つ
病
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

病
気
が
ど
の
よ
う
に
起
き
る
の
か
、

仕
組
み
を
知
る
こ
と
、対
策
を
考
え
る

こ
と
は
、不
安
の
軽
減
に
つ
な
が
り
、安

心
し
て
生
活
を
送
る
上
で
の
助
け
に
な

り
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、精
神
科
専
門

医
、認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
で
あ
り
、現

在
、医
療
法
人
風
の
す
ず
ら
ん
会
江
別

　

腎
臓
機
能
に
障
害
が
あ
り
、人
工
透

析
療
法
の
た
め
市
外
へ
通
院
さ
れ
て
い

る
方
へ
、北
海
道
が
通
院
距
離・回
数
に

応
じ
て
交
通
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
経
費

　

令
和
７
年
３
月
か
ら
令
和
７
年
８

月
ま
で
の
通
院
に
係
る
交
通
費

※
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
る
制
限
あ

り
申
込
期
限　

10
月
27
日（
月
）

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係　
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す
ず
ら
ん
病
院
に
て
日
々
の
診
療
に
あ

た
ら
れ
て
い
る
穴
澤
龍
治
先
生
を
お

招
き
し
、講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
12
日（
水
）

○
講
演　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
付
開
始　

午
後
１
時
〜
）

○
座
談
会・個
別
相
談
会

午
後
３
時
15
分
〜
４
時
30
分

会　

場　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

　

多
目
的
ホ
ー
ル

講　

師

　

医
療
法
人
風
の
す
ず
ら
ん
会

　

江
別
す
ず
ら
ん
病
院

　

精
神
科
専
門
医　

穴
澤
龍
治　

氏

（
日
本
精
神
神
経
学
会
、日
本
老
年
精

神
医
学
会
所
属
）

そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

に
対
す
る
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、会
場
準

備
の
都
合
上
、事
前
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
参
加
無
料
）。

申
込・問
合
せ
先　

市
保
健
係
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（
生
活
保
護
受
給
者
は
全
額
助
成
）。

※
自
己
負
担
額
は
各
医
療
機
関
で
異

な
り
ま
す
。詳
し
く
は
医
療
機
関

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

①
接
種
す
る
前
に
実
施
医
療
機
関
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②
対
象
者
⑵
に
該
当
す
る
方
は
、身
体

障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
市
外
の
病
院（
施
設
）に
入
院（
入

所
）し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合

は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
他
の

種
類
の
ワ
ク
チ
ン
と
の
接
種
間
隔
に

つ
い
て
は
、か
か
り
つ
け
医
な
ど
の
指

示
の
も
と
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係
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行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

行
政・人
権・心
配
ご
と

　
　

合
同
な
ん
で
も
相
談

み
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
！

　
　
　
　
　

最
低
賃
金

献
血
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

狩
猟
に
興
味
が
あ
る
方
へ
！

動
物
た
ち
か
ら
夕
張
の

　
　

お
い
し
い
農
作
物
を

　
　
　
　

守
り
ま
せ
ん
か
？

夕
張
高
等
養
護
学
校

　

〜
学
校
祭
の
お
知
ら
せ
〜

◆
行
政
相
談
月
間

　

総
務
省
で
は
、行
政
相
談
制
度
の
認

知
度
向
上
の
た
め
、毎
年
９
月
か
ら
10

月
を
行
政
相
談
月
間
と
し
て
行
政
相

談
活
動
の
重
点
実
施
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、暮
ら
し
の
中
の
い
ろ

い
ろ
な
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、行
政
相

談
委
員
が
無
料・予
約
不
要・秘
密
厳

守
で
苦
情
、意
見・要
望
を
受
け
付
け
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
る
と
と

も
に
行
政
の
制
度
や
運
営
の
改
善
に

活
か
さ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
行
政
相

談
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
日
程

・
10
月
24
日（
金
）

　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

※
10
月
は
行
政
相
談
委
員
、人
権
擁

護
委
員
、心
配
ご
と
相
談
員
の
合
同

相
談
会
で
す
。

・
12
月
26
日（
金
）　

老
人
福
祉
会
館

・
２
月
27
日（
金
）

　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

相
談・問
合
せ
先

行
政
相
談
委
員　

石
井
誉
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行
政
や
人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と

に
加
え
、日
常
の
お
困
り
ご
と
や
心
配

　

北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者（
会
社
員
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ

イ
ト
の
方
、学
生
さ
ん
な
ど
働
く
す
べ

て
の
人
）お
よ
び
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次
の
と

お
り
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額

　

時
間
額　

1
0
7
5
円

効
力
発
生
日

　

令
和
７
年
10
月
４
日

　

最
低
賃
金
に
は
、精
皆
勤
手
当
、通

勤
手
当
、家
族
手
当
、臨
時
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
、時
間
外
等
割
増
賃
金
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払

わ
な
い
場
合
は
、最
低
賃
金
法
違
反
と

し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
の
産
業
で
働
く
方
に
は
、北
海

道
の
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す
。

４
０
０
m
L
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。所
要
時
間
は
１
人
あ
た
り

20
〜
30
分
で
す
。

◆
10
月
23
日（
木
）

・
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

　

夕
張
市
農
業
協
同
組
合
前

・
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　

石
田
鉄
工
㈱
夕
張
工
場
前

・
午
後
１
時
〜
２
時

シ
チ
ズ
ン
時
計
マ
ニュフ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
㈱
夕
張
工
場
前

・
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た
前

・
午
後
４
時
15
分
〜
５
時

　

夕
張
市
立
診
療
所
前

◆
10
月
24
日（
金
）

・
午
前
９
時
〜
12
時

　

夕
張
市
役
所
前

・
午
後
１
時
45
分
〜
２
時
15
分

　

清
光
園
前

・
午
後
３
時
〜
３
時
45
分

　

北
海
道
博
愛
舎
前

◆「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」に
つい
て

ラ
ブ
ラ
ッ
ド
と
は

　

日
本
赤
十
字
社
が
運
営
す
る
献
血

ウ
ェブ
会
員
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

メ
リ
ッ
ト

①
全
国
の
献
血
会
場
で
の
献
血
の
ご
予

約
が
可
能
で
す（
前
日
の
午
後
５
時

ま
で
）。

②
血
液
検
査
結
果
が
郵
送（
は
が
き
）

よ
り
も
早
く
通
知
さ
れ
る
ほ
か
、過

去
３
回
分
の
デ
ー
タ
が
グ
ラ
フ
と
し

て
表
示
さ
れ
る
た
め
、結
果
の
推
移

が
わ
か
り
や
す
く
な
って
い
ま
す
。

③
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
く
度
に
ポ
イ

ン
ト
が
た
ま
り
、20
ポ
イ
ン
ト
で
赤

十
字
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品
と
交
換

い
た
だ
け
ま
す（
４
０
０
m
L
献
血

１
回
で
10
ポ
イ
ン
ト
）。

問
合
せ
先

市
生
活
福
祉
係 
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北
海
道
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
献
血

推
進
課

☎
0
1
1
―
6
1
3
―
8
3
3
5

◆
増
え
る
被
害
、減
る
ハン
タ
ー

　

市
内
で
は
シ
カ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
、カ
ラ

ス
な
ど
に
よ
る
農
産
物
へ
の
被
害
が
増

え
て
お
り
、電
気
牧
柵
な
ど
の
対
策
に

加
え
、狩
猟
に
よ
り
シ
カ
な
ど
の
数
を

減
ら
す
こ
と
も
必
要
で
す
が
、高
齢
化

な
ど
に
よ
り
ハ
ン
タ
ー
の
人
手
が
不
足

し
て
い
ま
す
。

◆
市
と
猟
友
会
が
サ
ポ
ー
ト

　

夕
張
市
は
北
海
道
猟
友
会
夕
張
支

　

10
月
25
日（
土
）に
夕
張
高
等
養
護

学
校
で
学
校
祭
を
開
催
し
ま
す
。来

校
さ
れ
る
皆
様
と
楽
し
め
る
企
画
も

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、23
日（
木
）も
総
練
習
を
一
般

公
開
と
し
て
お
り
ま
す
。内
容
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
都
合
の
よ
い

日
に
ぜ
ひ
ご
来
校
く
だ
さ
い
。何
か
ご

不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
本
校

教
頭
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時

・
10
月
23
日（
木
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
00
分

・
10
月
25
日（
土
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
00
分

会　

場　

夕
張
高
等
養
護
学
校

千
代
田
７
番
地
の
１

問
合
せ
先

夕
張
高
等
養
護
学
校（
教
頭
あ
て
）
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ご
と
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。相
談
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳

守
で
対
応
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

10
月
24
日（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午

会　

場　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

問
合
せ
先

市
市
民
係 
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夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
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―
6
0
0
4

問
合
せ
先

　

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
賃
金

室
最
低
賃
金
係

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
3
1
1

部
と
協
力
し
、猟
銃
所
持
や
狩
猟
免

許
の
取
得
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

◆
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
連

絡
を
！

　

免
許
の
取
得
な
ど
に
対
す
る
補
助

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、興
味
の
あ
る
方
は
、ま
ず
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

問
合
せ
先　

市
農
林
係

 

☎
52
―
3
1
2
4
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第
65
回

　
　

夕
張
市
音
楽
発
表
会

ご
み
出
し
に
つ
い
て

　

〜
熊
を
引
き
寄
せ

　
　
　
　

  

な
い
た
め
に
〜

熊
の
出
没
情
報
も

　
「
地
デ
ジ
広
報
」で

　
　
　

  

確
認
で
き
ま
す
！

栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

市
民
が
協
働
し
て
地
域
の
文
化
を

創
り
上
げ
る
催
し
、音
楽
発
表
会
が

今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。ど
な
た
で
も

ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。福
祉
施
設
に

入
所
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、配
慮
が
必

要
な
方
で
観
覧
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、で
き
る
限
り
対
応
し
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

10
月
25
日（
土
）

【
開
場
】午
前
８
時
30
分

【
開
演
】午
前
８
時
45
分

【
閉
演
】午
前
11
時
50
分
頃（
予
定
）

開
催
場
所

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

入　

場　

無
料

内　

容（
抜
粋
）

・
全
体
合
唱「
ゆ
う
ば
り
の
う
た
」

・
ゆ
う
ば
り
丘
の
上
こ
ど
も
園
、沼
ノ

沢
保
育
園
、こ
じ
か
保
育
園
に
よ
る

合
同
発
表

・
ゆ
う
ば
り
小
学
校
の
発
表

・
夕
張
中
学
校
の
発
表

・
夕
張
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
発
表

・
リ
ン
デ
ン
コ
ー
ル
、コ
ー
ル
・
リ
ラ
、コ

ー
ル
・
ポ
ピ
ー
合
同
合
唱

・
夕
張
市
民
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏

※
当
日
の
詳
し
い
内
容
が
書
か
れ
た
し

お
り
を
、準
備
が
で
き
次
第
、拠
点

複
合
施
設
り
す
た
、ゆ
う
ば
り
文

化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
２
箇
所
で

配
布
し
ま
す
。

　

熊
は
嗅
覚
が
非
常
に
発
達
し
て
い

ま
す
。ま
た
、食
べ
物
に
執
着
す
る
習

性
が
あ
り
、一度
ご
み
の
味
を
覚
え
て
し

ま
う
と
、繰
り
返
し
出
没
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

自
宅
の
テ
レ
ビ
で
夕
張
市
の
お
知
ら

せ
や
イ
ベ
ン
ト
、災
害
な
ど
の
緊
急
情

報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
の
機
能
を
使

う
の
で
、登
録
な
ど
の
手
続
き
や
利
用

料
な
ど
も
か
か
り
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

見
る
方
法

①
８
チ
ャ
ン
ネ
ル（
Ｕ
Ｈ
Ｂ
）を
視
聴
す
る

②
リ
モ
コ
ン
の「
ｄ
ボ
タ
ン
」を
押
す

③
リ
モ
コ
ン
の「
上
下
ボ
タ
ン
」を
使
って

テ
レ
ビ
画
面
の「
地
デ
ジ
広
報
」を

選
ん
で
、「
決
定
ボ
タ
ン
」を
押
す

④
リ
モ
コ
ン
の「
上
下
ボ
タ
ン
」を
使
って

み
た
い
記
事
を
選
ぶ

※
放
送
中
の
番
組
に
よ
っ
て
操
作
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
掲
載
で
き
る
情
報
は
５
件
ま
で
で
、

文
字
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

◆
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日

　

10
月
11
日
は
国
民
の
防
犯
に
対
す

る
意
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
通

じ
て
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
を
目

指
す「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

日
」で
す
。

　

犯
罪
の
無
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、一
人
一
人
が
で
き
る
範
囲
の
地
域
安

全
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

地
域
の
見
守
り
の
目
を
増
や
す
こ

と
は
、犯
罪
の
未
然
防
止
や
防
犯
力
の

向
上
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
買
物
、犬
の
散

歩
な
ど
の
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る

「
な
が
ら
見
守
り
」と
、不
審
者
な
ど

発
見
時
の
早
期
通
報
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

路
上
、電
車
な
ど
で
危
険
な
場
面
に

遭
遇
し
た
際
に
は
、防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど

の
防
犯
グ
ッ
ズ
の
ほ
か
、痴
漢
対
策
機

能
な
ど
が
搭
載
さ
れ
た
北
海
道
警
察

公
式
防
犯
ア
プ
リ
の「
ほ
く
と
ポ
リ
ス
」

が
有
効
で
す
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」Episode 87

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市地域振興係でも受け付けています。
※広報掲載の写真を毎月拠点複合施設りすたで展示しています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市地域振興係　☎52－3141）

「秋の北炭電力所」 久保田総合印刷所蔵、1980年代前半

▼この写真は下記でもご覧いただけます。

留
意
事
項

・
当
日
は
暖
房
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、足

元
が
寒
く
な
る
場
所
も
あ
り
ま

す
。心
配
な
方
は
、防
寒
着
や
内
履

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
発
表
中
の
会
場
内
で
の
移
動
は
、鑑

賞
の
妨
げ
に
な
る
た
め
、極
力
休
憩

中
で
の
移
動
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
合
せ
先 　
市
社
会
教
育
係

 

☎
57
―
7
7
1
1

ご
み
の
出
し
方
で
熊
対
策

・
ご
み
は
密
閉
し
極
力
臭
い
を
漏
ら
さ

な
い
。

・
夜
間
の
ご
み
出
し
を
行
わ
な
い
。

ち
ょっ
と
し
た
対
策
で
す
が
、街
中
へ

の
熊
の
出
没
を
防
ぐ
有
効
な
方
法

で
す
。ち
ょっ
と
し
た
工
夫
が
、大
き

な
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

 

☎
52
―
3
1
0
8

概
要
の
み
の
掲
載
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
総
務
係

 

☎
52
―
3
1
7
0

広報ゆうばり　2025年10月号 20



　9/6、社会福祉法人清光園の創設50周年を記念し
て、記念祝祭＆ふれあいまつりが開催されました。
　入居者の皆さんやそのご家族を中心に多くの方が会
場に集まり、抽選会や各地のキッチンカーを楽しむ姿
が見られました。
　YOSAKOIステージでは、強豪チームとして知られる
新琴似天舞龍神による圧巻の演舞が披露され、会場は
一段と盛り上がっていました。

清光園50周年記念祝祭＆
　　　　　　　　　ふれあいまつり

芸術鑑賞教室でアフリカを体験

　9/11、夕張中学校で芸術鑑賞教室が行われ、「アフ
リカンミュージックJOYコンサート」を鑑賞しました。
　独特なリズムの歌に合わせて一緒に踊り、自然と笑
顔が生まれる生徒たち。演奏の合間にアフリカの暮ら
しや歴史のお話もあり、生徒たちはライオンや象が身
近にいる生活を想像したり、毎日水を運ぶ子どもたち
と自分を重ね、辛い時に頑張る気持ちや人を思いやる
心の大切さを学びました。

　大和ユニフォーム㈱様、ビッグボーン商事㈱様より、
市職員用の作業着を寄贈いただき、8/19に厚谷市長
から感謝状をお渡ししました。両社からの作業着の寄
贈は5回目となり、今回の作業着の背中には夕張メロン
をあしらったロゴが入っています。
　両社長から「一刻も早く財政再生団体を脱せるよう
に支援を続けたい」との心強いエールをいただきまし
た。

市職員向けに作業着を
　　　　　　寄贈いただきました
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夕
張
で
も
９
月
ま
で
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
ね
。皆
さ
ん
体
調
を
く

ず
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。ま
た
夕
張
市
農
業
の
基
幹

品
目
で
あ
る
夕
張
メ
ロ
ン
の
栽
培
で
も
、暑
さ
へ
の
対
応
が
大
変
ご
苦

労
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。生
産
者
の
皆
さ
ん
、本
当
に
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

　

以
前
の
コ
ラ
ム
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、今
夏
も
、気
象
の
変
化
に
よ

る
災
害
へ
の
警
戒
が
続
く
日
々
と
な
り
ま
し
た
。夕
張
で
は
昨
年
８
月

末
に
、短
時
間
集
中
豪
雨
に
よ
り
床
下
浸
水
な
ど
の
水
害
が
発
生
し
ま

し
た
。本
年
も
、市
内
の
一
部
地
域
の
み
で
激
し
い
雨
が
降
る
な
ど
、昨

年
と
同
様
の
気
象
状
況
が
見
ら
れ
、心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、幸
い
に
も

大
き
な
被
害
に
は
至
ら
ず
、胸
を
撫
で
下
ろ
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、季
節
は
晩
秋
に
向
か
う
10
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
10
月
５
日
に
若
菜
・
鹿
の
谷
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象

と
し
た「
住
民
避
難
訓
練
」と
消
防
分
団
に
よ
る「
水
防
訓
練
」、
10
月
19

日
に
は
夕
張
市
消
防
団
総
合
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

人　口 5,924人(－50人)
　男 2,775人(－  8人)
　女 3,149人(－42人)

世帯数 3,662世帯(－31世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
11
月
号
は
、

10
月
31
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和７年９月１日　現在
夕張市の情報はこちらから

夕張市ホームページ
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

夕張市 X（旧Twitter）

　

夕
張
市
は
、急
傾
斜
地
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、「
土
砂
災
害
指
定
区
域

警
戒
箇
所
」が
３
３
４
箇
所
あ
り
、そ
の
う
ち「
特
別
警
戒
区
域
」は
２
８

０
箇
所
に
の
ぼ
り
ま
す
。こ
の
特
徴
か
ら
、市
が
行
う
訓
練
も
各
地
域
の

警
戒
区
域
な
ど
で
、大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
水
害
な
ど
を
想
定
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

該
当
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ぜ
ひ
訓
練
に
ご
参
加
い
た
だ

き
た
い
で
す
し
、こ
の
機
会
に
他
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
も
ぜ

ひ
ご
見
学
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
参
加
を
！

　

こ
う
し
た
訓
練
が
重
要
な
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、災
害
に
あ
た
っ

て
は
市
民
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
の
日
頃
か
ら
の
備
え
、心
構
え
が
大

切
で
す
。

　

そ
し
て
、地
域
防
災
を
進
め
る
う
え
で
非
常
に
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
消
防
団
の
皆
様
で
す
。日
頃
か
ら
、消
火
や
救

助
活
動
の
ほ
か
、防
火
啓
発
や
災
害
に
備
え
た
訓
練
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、地
域
の
こ
と
も
よ
く
知
る
消
防
団
の
皆
様
は
、と
て
も
頼
り

に
な
る
存
在
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
人
口
減
少
な
ど
に
伴
い
分
団
数
、団
員
と
も
減
少
の
一
途

を
辿
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
こ
の
消
防
団
員
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、本
年
も
９
月
に
市
内
で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

入
団
資
格
は
年
齢
18
歳
以
上
で
夕
張
市
に
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
入
団

で
き
ま
す
。

　

自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
な
け
れ
ば
守
れ
ま
せ
ん
。消
防
団
活
動
へ
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。夕

張
市
長　

厚　

谷　
　

司

▲水防訓練（消防団による土のう積み訓練）

市長コラム
自分たちの街は
自分たちで守る！
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